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【整備準備】 9 月 19 日（金）     

 

“北海道”千年の森プロジェクトの植樹祭も１４回目を数え、本年も奥沢水源地で植樹を行うことになった。

助成を国土緑化機構様受け、苗木助成をニトリ北海道応援基金様、そして三井生命様から受託出来た。 

今日はその準備の日だ。ここ二三日異常気象を思わせる天気だったので､朝からの天気の変わり具合が

心配だった。その予感通り朝晴れていた空がにわかに雲って雨が降ってきた。 



 

奥沢水源地に向いながら、このまま雨だったら車の中で雨が上がるまで待とうと思った。ところが奥

沢水源地に着く頃には雨が晴れて青空さえ覗いていた。 

今年の植樹は昨年の隣りの 1000 ㎡の土地に広葉樹 29種類 2100 本の苗木を植えるのだ。 

 

会場に着くと田中理事や青年会議所のメンバーが待っていた。マグロの解体では名人の政寿司のた

けさんの顔も見える。元小樽市教育員会教育部長の山岸さんも参加している。いつもながら大変な作業

には必ず参加してくれる。やがてベテランメンバーの井形さんご夫婦とニセコから横山さんもやってき

た。明るい彼女がくるとなんとなく活気がみなぎる。いつもながら用意万端の田中さんが蚊よけのスプ

レーを身体にかけてくれる。 

 

 

今年の植樹の場所にはいつものように荒木副理事長がマウンドを造っている。昨年の 3 分の 1 の広さ

なので作業も小人数でやれそうだ。今日の作業は田中理事の指揮で開始する。まずは縄の計測だ。さっ

そくマウンドへ行って計測をしてくる。毎年植樹をやっているので､作業の進め方もスムーズだ。杭が打

たれ縄の切断が開始される。今年は長い縄を 44 本、やや短い縄を 42 本造ることになる。たちまち次々

と縄ができていく。この縄は苗木を植えた後に稲ワラを敷くようにかぶせるのだが、この稲ワラが飛ば

ないようにマウンドに張り詰めるのだ。この縄を杭に縛るとき､絶対外れないようにする方法がある。ま

たこの方法だと杭に縛った縄をほどくすぐにも簡単にほどけるようになる。今年は政寿司のたけさんの

指導で､この方法を会得することができた。 



JC メンバーが堺ガーデンの苗畑から「みずなら」の苗木を運んで来る。やがて荒木副理事長のトラッ

クが大きなロールを運んできた。今年は稲ワラの代わりに乾いた牧草を使うのだ。その牧草が大きなロ

ールになってトラックに乗っている。きっとクレーンで上げたのだろう。 

さて、それを下ろすのが一苦労だ。直径 1 メートル半もあるロールが 3 本ある。その大きさに圧倒され

る。トラックの荷台が低くなって､荷台から転がすのだ。転がる寸前荒木副理事長が避けようとして荷台

に腰を直撃したようだ。一瞬どきっとしたが、さすが身体が頑強の荒木さんだけあって無事のようだ。大

きなロールを慎重に転げ落とす。これを転がしていくのも大変で運動会のダルマ転がしとは訳が違う。 

 

次の作業は水を入れるケースや縄をマウンドに置いていく作業だ。着々と準備がが進んで行く。市川

専務理事が昼食を届けてくれる。お茶が配われてハンバーグ弁当が支給される。作業をしてからの仲間

との昼食は一段と美味しく感じる。お昼になって秋晴れのさわやかな天気となる。田中さんの肩に殿様

バッタが止まって動かない。昔のバッタはもっと大きかったとバッタ論議が起こる。赤とんぼが一匹飛ん

でいる。今年になって初めて見たトンボだ。                  

昼食を終えて再び作業が始まる。水道局から水がトラックに上のタンクで運ばれてきて、ホースの中を

通ってマウンドの横にある水槽に水を満たすのだ。たけさんが下のマウンドまでホースを運んで行く。タ

ンクの蛇口が開かれて水が流れていくのだが、ホースが細いのか距離が長いのか、たけさんの場所まで

水が行かないようだ。「ホースを吸ってくれ」と荒木さんが叫ぶ。たけさんがホースを吸っているようだ。

やがて水が流れていくが勢いがないようだ。タンクが小さいので明日もまた続けることにする。 

 

牧草のロールがほどかれて青いシーツに移されて､マウンドに運ばれていく。 

手の空いたメンバーは昨年の植えた苗木の枯れて部分にミズナラの苗木を植えたり、雑草を取ったりす

る。 市川さんが日本財団伊藤監査役を案内してくる。昨年の植樹祭の監査に来て頂いたようだ。 

毎日新聞社始め、ニトリ北海道応援基金や国土緑化機構などがありがたい事に、この意義ある植樹事業

に強力な援護頂き、市内の多くの企業の協力もあって実施できる事に心から感謝する。 

 第一日目の作業は精力的なメンバーの協力で順調に進んで､明日の作業を確認して後片付けに入っ

た。 不思議なことに作業を終えて帰る車の窓に雨が降ってきた。今日は行きと帰りに雨になったが、作

業は秋晴れの好天気の中で終えることができたのだった。 

 

 

 

 

 



 【整備準備②】  9 月 20 日（土） 

  

 朝一雨やってきたが秋晴れの暖かい日となった。昨日の作業を続行することになる。昨日のメンバー

に新しい戦力が加わる。東京より安西さんとまじぇる会鈴木さんが参加して頂いた。いつもながら、この

熱意には頭が下がる思いだ。 

 今日は中村理事長に島牧の杉山理事と中井副理事長も準備に参加する。今年も苗木をお願いしてい

るグリーンワールドの畑社長がスタッフを連れて､苗の選別を指導してくださっている。 JC メンバーが

昨日同様トラックで水の入ったタンクを運んでくる.この水をマウンドの横の水槽に満たすのだ。昨日の大

きな牧草のロールの 1本がほどかれて稲ワラ代わりにマウンドの横に運んでいく。 

また種分けされた苗のトレイもマウンドまで運んで行かなければならない。昨年は軽自動車で運んだ

ので楽だったが､今年は人の手で運ぶのだ。この作業は傾斜が 8 度ぐらいではあるが意外に大変だ。傾

斜の登り下りは千年の森の会員も年々年を重ねて高齢になるに連れて作業がつらくなってくる。小人数

での準備作業も限界のように思う。来年は作業の人員を増やすことが必要だ。それでもみんなで協力し

て準備を整える。 

 この植樹活動の作業を通して志を共にする仲間の心が結ばれてきたのだ。この植樹活動がなかった

ら会員同士が出会うこともなかっただけに､植樹の輪の広がりが貴重に思える。 

 作業が一段落して昼食となる.。今日はカツカレーだ。仕事を終えて、みんなで食べる食事は楽しいも

のだ。今日は特別に政寿司さんから美味しいマグロの差し入れがあった。初めにマグロ丼ぶりを食べて､

カレーライスに挑戦する人もいる。和気藹々の雰囲気はこれまでの北海道千年の森プロジェクトの実績

の証明であると感じる。 

 

 午前中に作業のほとんどを終えて、午後は作業の点検や昨年植樹した所の補植をする。たいていの

木は順調に生育しているが､枯れてしまった木もある。雑草を抜きながら、そこにミズナラの苗木を補植

する作業を行った。 

 昨年植えて苗の上の稲ワラにコオロギの大群が生息して､昼間なのにコロコロ鳴き声をたてている。

この苗木も数年たつと生長して昆虫などの住み家になるのだろう。 

 天気に恵まれて明日の植樹の用意万端が整った.。明日はこの水源地の大地に市民の声がこだまする

だろう。 

  

  



【畠山先生とまじぇる会を交え、会員の意見交換会】 ９月２０日（土） 

  

 午後六時恒例の意見交換会が政寿司本店で始まった。冒頭、市川専務理事より今回の主役の畠山先

生が飛行機の都合で欠席と言われ残念に思った人が多かった。 

 中村理事長の挨拶に始まり､小樽市市議会横田議長の挨拶で意見交換会が始まった。この会には中村

ひろゆき衆議院議員や佐藤ただひろ道議の出席があることも力強いことだ。中村議員は太田交通労働 

 

大臣が宮城県の海岸の津波対策にと緑の防潮堤画が宮脇先生の植樹方法により取り入れられたことを

報告された。 民間の植樹活動も市や道や国のバックアップがあって大きく進展していくに違いない。そ

の意味で政治に携わる人達が地球の温暖化や災害に強い植樹事業に多大の関心を寄せてくることは

喜ばしいことだと思う。これも北海道千年の森のこれまでの実績が認められ､正しく評価されてきたこ

とを意味するのだと思う。 

 毎日新聞社の札幌支社山科報道部長の毎年の参加も嬉しいことだ。挨拶の中で小樽の植樹祭に参加

して3年になるが、自分自身も木に対しての関心が深まってきていることを喜んでいられた。また第1回

目の植樹活動から強力にサポートして下さっている毎日新聞社山本部長には感謝しきれないほどお世

話になっている.。今回は書道の先生をされている素敵な奥様をお連れされた。これからは毎年小樽に

お連れしてほしいと思った。 

 今回も小樽ロータリーやライオンズクラブの皆さんも協力し、参加して下さる。会長の坂田歯科院長で

ある坂田先生は､「今日は背広姿で出席していますが､明日は仲間としっかり武装してきます」と宣言し

ていた。ロータリークラブの応援は労働面だけでなく経済面でも本当に力強いと感じた。 

 今年は会員の井形さんご夫婦の紹介で三井生命営業小池部長さんも代表で出席して下さった.。三井

生命はこれまで全国的に40年にわたって苗木を提供していたそうである.。今年は北海道千年の森にみ

ずならの苗木を寄贈して下さる。本当に有難いことだ。 

 まじえる会のメンバーの紹介だ。今回は 5 人のメンバーが小樽にやってきた.谷会長さん河野さん､鈴

木さんに田村さん、みんな小樽を大好きに思ってくれる人達だ。今年は谷会長さんが明日のリーダー研

修の指導者を勤める。 

 この植樹会に毎年参加している生長の家のメンバーには中村理事長や熊沢先生も含まれる。 

現在帯広生長の家のメンバーも植樹活動を発展的に取り組んできていることを知らせてくれる。 

青年会議所のメンバーは 6 人紹介される。この他上野直前理事長が二日にわたって植樹の準備に力強



い働きをしてくれていた。明日はもっと多い人数が参加してくれるそうだ。 

 北海道千年の森の会員は､山川･田中･佐々木･佐藤･中井･杉山といつものメンバーが勢揃いして挨

拶をした。 楽しい意見交換会は有意義な懇親の場となった。その後の記念写真の時、みんなで拳を握

り､明日は頑張ろうの意思表示をすることにした。【千年の森――】と叫ぶと笑顔に写る。みんなで力を合

わせてこそ植樹祭が成功するのだ。最後に佐藤道議の締めの「頑張ろう」のシュプレスコールで散会し

た。 

 

 【リーダー研修】  9 月 21 日（日） 

 朝から快晴の最高の天気となった.。誰もが空を見上げて雲一つ無い青空に笑顔が広がる。この 7 年

間植樹の日は見事に晴れる。 

 8時30分早朝の水源地でリーダー講習だ。13班のリーダーが勢揃いをして､今年はまじえる会谷会長

が指導して下さる。リーダー講習に割り当てたマウンドに集まり、さっそく指導を受ける。谷会長さんはま

ず作業の過程を 3 段階とした。第一は苗を植える作業。第二は牧草を敷き詰める作業。第三は牧草が飛

ばないように縄をしっかり張る作業・・・。苗植えには 1㎡に4本の苗を植えること。ミズナラが多いができ

るだけ違った品種の木を混ぜて植えること.。土を苗ポットの一倍半ほど掘って丁寧に土をかぶせること。

苗の根元より少し離れた土を押さえること。苗の持ち方などを丁寧に指導して苗の命を大事にすること

を強調した指導だった。 

 

更に雑草の敷き方や縄の縛り方など､初心者に教えるように優しく指導されて､谷会長のお人柄があ



ふれ出たリーダー講習だった。特に参加者の皆さんがケガをしないようにと安全面にもきを配られてい

た。 

 

【講演会】 9 月 21 日（日） 

  

 リーダー講習会のあと畠山重篤先生の講演会に駆けつけた。講演会の会場はホテルノルドだった。「森

は海の恋人」で有名になった畠山先生は今や京都大学フｲールド科学教育研究センターの社会連携教授

であるが漁師一筋の気骨を失わず､今では京都大学の学生に講義をする。その風貌は気迫に満ちてい

た。 

まず津波に遭った気仙沼の海が回復してきている状態を話されたが､それを聞いてホッとした思いに

なった。そして世界的と言っていいほど有名になった【森は海の恋人】という言葉について､「恋人」とは

外国語に訳したら意外に難しいことに触れて、美智子妃殿下にまで【恋人】を訳するヒントを戴いたお話

に興味が惹かれた。 

 畠山先生の言葉には重みがあった。これは揺るぎない実績から生まれたものなのだろう。そしてよく

役所が縦割り行政で実績が上がらないように､実は学問の世界も同じで､それぞれに専門的には価値あ

る業績が蓄積されているが、縦割りの学問では多様にわたる地球資源の保護などの研究は難しいと力

説された。 

 漁師である畠山さんが植樹に関わったのは、赤潮プランクトンに寄って、むき身の白い牡蠣が赤く変色

したことから始まった。このことから川水と海水

が混じり合う「汽水域」は牡蠣やホタテ、昆布などの養殖に重要な水域だが､必ずその上流に豊かな森

が存在が必要であることに気づいたのだ。そして漁師が山に大漁旗を立ててブナやナラ、ミズキなど



の植林運動をするという発想の転換が海を豊にする理論を生み出すのだった。 

 畠山先生の凄さは、よいと思ったことを行動に移すことだ。それが北大水産学教授の松永先生との出

会いを生み、実践が理論化されていくことになっていくのだった。何よりも松永教授との出会いは「鉄で

海をよみがえらせる」という鉄の重要性に気づかせられたことだった。 

 海が豊になるということは､牡蠣やホタテや昆布の餌である植物性プランクトンや海藻が豊富でなけ

ればならいことは、漁師であれば誰もが知っていることであり、更にその生育に栄養源として水中に溶

けている窒素やリン、ケイ素などが必要なことも知られている。しかし松永教授は植物プランクトンや海

藻は､先に体内に微量な鉄分を取り入れておかないと､窒素やリンを体内に取り組めない構造になって

いることを研究していたのだ。 

 それでは水に溶けにくい鉄がどのようにして植物プランクトンや海藻に吸収されるのだろうか？ここ

に森や林が登場することになる。実は森の木の葉が落ちて堆積すると土中のバクテリアによって腐葉土

となる。その分解の過程でフミン酸やフルボ酸と言う物質ができるのだ。このフミン酸が土の中にある

鉄の粒子を溶かして鉄イオンにし、フルボ酸と結合してフルボ酸鉄という安定した物質になる。これが沿

岸の、植物プランクトンや海藻の生育に重要な働きとなると言うのだ。植物プランクトンや海藻は水に溶

けている鉄しか吸収できないからだ。ここで森と海が繋がっていく。 

 畠山先生は農家の人が客土と言って､肥料の吸収をよくするために、たんぼに山の赤土（赤錆・・・鉄）

を入れたり、植木や盆栽が弱ってくると、カンフル剤として鉄釘を植木鉢に入れたりしたことを思いだし、

鉄と人間の関係について関心が深まり、更に鉄の研究者や製鉄工場などを訪れて、自分なりに研究を始

めたのだった。 

 今回の畠山先生の講演は､前よりもスケールが大きく、国内はもちろん海外まで足を伸ばして研究し

ていることに感動した。 

 特に興味を持ったのは、オーストラリアのハマスレー鉱山に 35 億年前の大地を訪ねて地球の海から鉄

が消えた現象の痕跡を訪れていることだ。また中国大陸から偏西風で流れて来る黄砂が鉄分を含んで

いて、これも植物の生命活動に大きく影響していることなど､地球規模での話題に、とうてい一時間半

では語り尽くせない重みのある内容だった。 

 森と海との関係、鉄と植物の生命体との関係、これらを日本の各地の歴史的事実から解明し、更には

人間の生命に関しても血液と鉄分との関係など興味が尽きない内容だった。そして畠山先生の行動力

が素晴らし人材との出会いを造り、いつしか【森が海の恋人】であることを科学的に理論化していったこ

となどに感銘して聞きいってしまった。畠山先生が「鉄は地球の温暖化を救う」という確信を持っての講

演は、明日の植樹をする私たちに大きな勇気を与えて下さったのだった。 

 又森と海を繋ぐには川がある。、その川をせき止めるダムの建設や道路の建設などは政治的に考え

させられるお話でもあった。自然とはその生態系は巧妙で有り神秘である。この生態系を崩壊しては豊

かな海にならないことを講演から痛感し､少しでも破壊された自然を取り戻すためにも植林活動が国民

的活動として輪が広がっていくことを願いながら講演を聴き終えたのだった。 

再び会場に戻る。会場までの道路には「北海道千年の森」の旗が立てられて､参加者への道案内をし

てくれる。午後一時の開会式の時間になると､市民が続々集合して用意していた椅子が満席となった。

会場にはテントが張られ国土緑化機構・毎日新聞社主催のパネル展も開催され、参加者が興味心身に見

学していた。 



【開会式・植樹指導】 9月 21 日（日） 

 

やがて来賓も着席しての開会式となった。司会の上野理事の歯切れよい司会に拍手が起きる。まずは

中村理事長の挨拶だ。笑顔いっぱいの理事長は、この植樹祭には 3 つのよい点がありますと話されて､

第一は植樹を通して命の大切さを学ぶことができること。.第二は一本一本植樹をすることで地球を救

うことになること.。第三は自然や人を愛することや

自然や人に感謝することで無限のエネルギーを得ら

れることになることから、ソフトなパワーの大切さを

話された。そして、森に感謝することは心のふるさと

に感謝することなのだと文部省唱歌「ふるさと」を手

話で指導して､出席者全員立ち上がり、【ふるさと】を

手話を交えて合唱した。 

 今年の植樹祭は理事長の挨拶から盛り上がってしま

った。この後来賓の紹介があって､来賓を代表して毎

日新聞社川口北海道支社長が､毎日新聞社が全国的

に植樹に協力してきた実績を紹介していた。これは本

当に素晴らしいことで誇らしい事業であると思った。

続いて宮本後志振興局長の挨拶で、奥沢水源地が一

番古い水源地であることと、100 年にわたって市民に

貢献した実績を称え、この地で植樹を行うことに､こ

れからも協力をいていきたいと話されていた。 

 開会式の後、藤原一絵先生の植樹指導が始まった。横浜市立大学名誉教授の藤原先生は美しく優雅

な気品あふれた大学の先生だ。 

 植樹指導はソフトな語り口で始まったが､植樹に関する基本をしっかりと指導されていた。宮脇先生同

様、中村理事長や来賓の方々に苗を持たせて､苗木の名前を 3 回復唱させて、これから植樹する木の名

前を参加者に印象づけていた。 

 苗木の持ち方や土の堀りかたや苗木の植え方など、初心者も参加していることを考慮して、丁寧に指

導されていた。 



 今年の参加者は 13 班に分けられる。13 班のリーダーの紹介があり、参加者全員で写真を撮った。まじ

ぇる会の田村さんも会の記録のために写真を写していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【植樹祭】 9 月 21 日（日） 

 

いよいよ植樹だ。司会者の合図で 1 班からマウンドに

向かっていった。今年で 7 年目の植樹だけあって、会員

の足取りも軽く、各班とも藤原先生の指導の通り、リー

ダーの指示に従って、スムースに植林活動が始まった。 

 晴れ渡った青空の下で､市民が心を合わせて植樹に

励む光景を全国版のテレビで放映してほしいほどだっ

た。 

 リーダーに従って苗木が植えられ、乾いた牧草も敷

かれ、きちんと縄で押さえられて植樹が成功した。ホッ

とした思いで記名プレートに参加者が名前を書いてい

く。そして各班ごとに笑顔いっぱいの写真撮影だ。これ

も思い出に残ることだろう。 

今回は２９種２１００本の広葉樹を１３区画にわり、２６２名

の市民と植樹したが参加者も毎年参加頂いている方

から始めての方まで協力しながら終始笑顔での植樹祭

となりました。 

 

かつて札幌農学校で学んでクリスチャンで世界的に

有名になった内村鑑三が､北海道の大地の植林が次々

と伐採されるのを見手て、「人間の造った物が壊れて

も人間の手で回復できるが､自然を破壊したらもとに

復元することは難しい」と嘆いている言葉があったが、

この北海道千年の森の植樹活動は少しでも自然の森

の回復を願う大事な行動なのだ。 

 そのためか､植樹を終えて帰る参加者は､疲れた顔

を見せず、みんなすがすがしい笑顔で帰っていくの

であった。 

 植樹活動の後始末は青年会議所のメンバーを中心

に行われて､今年の奥沢水源地での「いのちの森植樹

祭」が終了したのだった。 

 

 

 

 



 

 

【2014 植樹樹種】 

ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ 33  ミズナラ 366 

ホオノキ 33 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 204 

ｳﾗﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 33 カシワ 169 

キハダ 33 ナナカマド 184 

ヤマグワ 33 クリ 150 

アズキナシ 33 クルミ 50 

キタコブシ 33 ｵｵｶﾒﾉｷ 32 

ｲﾇｴﾝｼﾞｭ 30 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ 30 

ヤチダモ 39 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 30 

ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 33 カヤ 30 

ヤマモミジ 33 コマユミ 15 

トチノキ 173 ツリバナ 15 

アオダモ 33 ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ 30 

ミズキ 30 ノリウツギ 28 

シナノキ 30 アジサイ 5 

ハリギリ 30 ３１種 ●合計 2.000 

 

 

 報告：副理事長 山川 隆 


